
＊本研究は JSPS 科研費 20K00326 の助成を受けたものです。
主催 : 基盤研究（C）「興味関心を喚起するくずし字や和本を用い
た新しい古典教材の開発に関する実践的研究」（代表 :山田和人）

申込はWEBサイトから    　
●締切：３月19日（水）まで

https://kotekiri20.wixsite.com/cdemcjl/event-10右下図：幼童席書会  （部分）／国立国会図書館蔵
その他図：〔子供玩具の色々〕  （部分）／東京都立中央図書館蔵
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問合せ先  同志社大学文学部国文学科 三宅研究室内 コテキリの会事務局 

〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入  Email：kotekiri20@gmail.com 

プログラム詳細 
13：15～  会場開室  総合司会 三宅

み や け

 宏幸
ひ ろ ゆ き

 同志社大学 

 
13：30～  開会の辞  山田

や ま だ

 和人
か ず ひ と

 同志社大学名誉教授 
 

13：40～   第 1 部  基調講演 日本古典籍×ＡＩで過去の文化をもっと身近に 

カラーヌワット タリン Sakana AI リサーチサイエンティスト 
 

生成 AI 時代には多くの分野で新たな可能性が生じて
います。そこで、生成 AI のような新しい技術が日本古
典文学や文化の学習にどのように貢献できるかを考察
します。具体的には、AI を用いたくずし字認識アプリ、
くずし字生成サービス、生成 AI による古文翻訳、そし
て江戸期の古文で会話可能な大規模言語モデルを用い
たチャットボットなど、古典文化学習を支援する最新
のツールを紹介します。 

司会 加藤
か と う

 弓枝
ゆ み え

 名古屋大学 

【経歴】早稲田大学大学院文学研究科博士課 

程修了。専門は『源氏物語』の古注釈。博士

号を取得後、ROIS-DS 人文学オープンデータ

共同利用センターの特任助教，国立情報学研

究所の特任研究員、Google Research Brain 

Team、Google DeepMind の Senior Research 

Scientist を経て現職。日本文化と人文科学のデ

ータに適用する AI モデルの研究開発に従事。

「みを」くずし字認識アプリの開発者。

 
14：45～   第 2 部  実践報告 こんな〈しかけ〉があった！ 

古典の世界へ誘う方法はさまざまあります。 第２部では、実物の和本やくずし字を利用した実践 
や古典の魅力を感じられる体験活動などをご紹介いただきつつ、楽しく面白く奥深い古典の世界 
へ導く、バリエーション豊かな〈しかけ〉について皆さんと共有したいと思います。 

報告者  谷川
た に か わ

 月彩
あ や

 今治市河野美術館 

「職場体験での「くずし字体験」」 

釜丸
か ま ま る

  祥
しょう

  京都府立朱雀高等学校定時制 

「学校にある和本を授業で調査・研究してみた！――学校資料としての活用に向けて」 

 田山
た や ま

 幸恵
ゆ き え

 茨城県立鉾田第一高等学校附属中学校 

「古典を主体的に学び始めるための仕掛け――中学校国語科・くずし字クエストの試み」 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ カラーヌワット タリン Sakana AI 

    司会  加藤
か と う

 直志
た だ し

 常葉大学 

 

16：30～   第 3 部  第 10回記念懇親会  司会 山田
や ま だ

 和人
か ず ひ と

 同志社大学名誉教授 

～17：00                          運営サポート 文学通信 
  

    好評発売中！   当センター監修『作家さんと日本の古典を読んでみた！』ポプラ社  

厳選された 12 シーンの「原文」＋「逐語訳」、万城目学さん・角田光代さん・ 

門井慶喜さんら著名作家３名による書き下ろしの「現代語訳」＋「語訳のポイ

ント」を１見開きに掲載！これまでにない画期的なつくりの書籍です。古典

の基礎知識が自然と身につく、イラストや画像資料を使ったビジュアル解説

も充実。総ルビ対応で小学生から大人まで幅広く楽しめる、古典教材の決定

版です！  

参 加 費   無料   募集人数  オンライン 150 名（先着順） 

申込方法  2025 年 3 月 19 日(水)までに下記の「同志社大学古典教材開発研究センター」の 

WEB サイト(右Ｑ Ｒ コード)へアクセスのうえ、参加申込フォームからお申し込みください。 

＊参加にあたって何か配慮が必要な方は、3 月 12 日までに問合せ先にご連絡ください。 

URL ◉ https://kotekiri20.wixsite.com/cdemcjl/event-10 


